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都市地盤と水害の関係についての地形学的研究

西村躁二・斉藤 祥・篠原安広・瀬倉差市

建設省国土地理院

　G60morphologica1Studies　on　the　Re1ations　Betw6en

　　　∪rban　Ground　Condition　and　Flood　Damag6

　　　　　　　　　　　　　　By
Keiii　Ni611imu閉，Syo　Saito，Yasuhiro　S11i■10hara　and　Saichi　Sekura

　　0ω脾ρ〃cσ18〃岬1舳ゴ舳θ，〃沁妙o10o〃∫伽c伽〃，τoりo

Abstract

　　　Relati◎ηs　between　urban　ground　conditions　and　nood　damage　in　the1owland　of

Neyagawa　Basin，east　of　Osaka　City，were　investigated　from　the　geomorpho1ogical

standpoint．

　　　Resu1ts　obtained趾e　as　fol1ows：

　　　1．　　Landfom　c1assification　su岬ey　and　leve1ing　of　the1ow1εmd　were　made，and

the　Basin　was　divided　into18geomo】＝Phologica1regions．

　　　2・　　Are訓changes　of　land　use　of　the　geomorphologica1regions　were　ana1ysed．

The1：50，000sca1e1and　use　maps　compi1ed　in1959and　the1：10，000sca1e1and　use

maps　compi1ed　by　interpreting　of　ae正i』photographs　taken　in1961…md1967were　used．

Many　paddy　fie1ds　had　become　urban趾eas　in　every　region．

　　　3．　　IncIeases　of　mnoff　coefficient　in　eve収1ow1and　region，caused　by　the　in－

crease　ofurban　a正eas，were4＿1O　pe正cent趾om1961to1967．

　　4－　　The　nood　damage　of　the　low1…md　in1957－1959，when　it　was　mt　so

urb呈mized，was　comp肛ed　with　the曲mage　of1967．The　damage　incIeased　in1ate1y

urbanized肛eas　and　decreased　in　the　areas　of　improved　dminage，

　　　5．　　The　maximum1and　subsidence，caused　by　the　ove叩umping－up　of　the
酊ound　wate正，reached94．91cm　in　the　low1皇md　fmm1963to1969，This　is　one　of　the

causes　of　the　inundation．
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1。調査研究の趣旨とその経緯

　近年、めざ言しいわが国の産業経済の発達は、

都市周辺に産業、人口の集中増加をもたらし、特

に沿岸平野部の土地開発による急速な都市の進行

が顕著となつた∩これらの都市化地域は、在来都

市が水害の面からみて、相対的に土地条件の良好

な地形・地盤の上に立地しているのに対レ土木技術

の向上も相まつて、丘陵地を切開き、低湿地を乾

陸化するなど、土地条件の適否にかかわらず土地

開発を進め、在来都市の周辺に膨張する形で進行

しているOこれらのうち、低湿地を排水や盛土に

より都市としての立地が可能となつた地盤地域は、

洪水発生の要因となつている諸条件が必ずしも解

決されているとは言えず、水害発生の危険性を伴

つている場合いが多いO言た、林野、農耕地の都

市化は、それらが果していた雨水の貯留効果の低
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滅、流出率の増加、土砂流出の変化や、地下水の

汲上げによる地盤沈下などをきたし、都市化によ

る諸条件の変化がその都市域の水害発生に影響を

及ぼしているものと考えられているO

　このよう左観点から、最近、低地帯を中心に急

速在都市開発の進んでいる寝屋川流域を対象とし、

国立防災科学技術センターを中心に、関係試験研

究機関による「最近の都市開発に伴なう水害春よ

ぴ風害に関する総合研究」を行なうこととなつたO

（ただし、風害に関する研究の対象地域は東京都

であるo）この総合研究は1967年度を初年度

とする4カ年計画で行なわれたものであるが、国

土地理院がこの研究に参加したのは1968年か

らであるO

　国土地理院に券ける研究は、寝屋川流域全体を

対象とする広域調査に基くもので、

　①地形分類調査、都市開発に伴う微地形の変

化、水準測量による地盤高の調査等を実施し、地形、

地盤条件と洪水との関係を考察するO

　②　都市開発に伴う土地利用別面積の経年変化

を測定し、他の研究機関等の水文学的研究成果、

資料等から、都市化の降雨流出に及ぱす影響につ

いてその概略の検討を試みるo

　⑧　地盤沈下の傾向から、将来に予測をれる沈

下量とそれらと水害との関係を考察するo

等を目標としたO

　調査拾よぴ研究の経過は概略次の通りである0

　1968年度に、高崎正義前地理課長のもと、

小林基夫、鈴木義勝（旧性野呂）、によつて研究

計画が作成され、資料収集、現地予察調査および

簡易水準測量（延長150是π）が実施されたo

　1969年度は、研究の担当者が変り、西村暖

二地理課長のもと、斉藤祥、小宮山武治、篠原安

広が担当し、1：1O，OOO土地利用図作製（1961．

1967年現況図、各10面）拾よぴ同土地利用図

による土地利用別面積の測定、地形分類調査を行

なつた（

　1970年度は、小宮山武治に変り、瀬倉差市

が参加し、関係資料収集のほか、簡易水準測量等

の補足調査を行ない、地形分類図、地盤高図の原

図を作成し、1：25，1川O地形分類・都市化状況

図の編集、印湖を行ない、併せて各種調査資料の

解析、調査研究成果のとりまとめを行なつた∩な

拾、資料解析、とりまとめの段階で庄司浩、渡辺

征子の両技官の援助を得たO

　この調査・研究に当り、資料の提供、調査の便

宣をぱかつていただいた近幾地方建設局河川計画

言勇、同淀川工事々務所、大阪府企画部拾よび土木

部、同寝屋川水系改修工営所、同広域下水道建設

事務所をはじゆ、関係各市町の各位に謝意を表す

るとともに、この研究を進めるに当つて適切な指

導、助言をいただいた関係研究機関の研究老各位

に対し感謝の意を表したい○

2．地形分類および地盤高

　寝屋川流域の地形分類図としては、1963．

1964年調査の1：25，OOO土地条件図「大阪

東北部」拾よぴ「大阪東南部」があるO本研究で

は、これらを参考とし、再調査を行なつたが、都

市化によ’る地形の改変を伴うため、1947年、

五961年、1966隼券よび1968年撮影の
空中写真を禾I」用し、1日市街地については、1920

～1924年測量の1：25，O　O　O地形図を参考とし

たO

　通常、土地分類の手段として行なわれている地

形分類は、地表の形態、構成物質、成因、形成時

代等に基づくものであり、本調査に巻いても同様

の方法によつたが、その目的から、分類内容を最

小限にとどめ、「寝屋川流域地形分類・都市化状

況図」に拾いては、簡略化を図るため調査結果を

次のように整理して編集したO

　山地・丘陵地：斜面型による分類、緩斜面、変

地形、山麓堆積地形等はすべて省略し、山地、丘

陵地に一括し走o

　台地・河岸段丘：時代別には洪積段丘の上・中・

下位と沖積段丘の4面に、成因的には河岸段丘、

開析扇状地、段丘化した土石流等に分類されるが、

成因、時代による分類は省略したO

　扇状地、自然提防、1日天井川の河床：これらの

低地内の微高地は、位置、平面形、地盤高線によ

る比高等から容易に識別されるので、一括して表

わしたO

　氾らん平野、三角州、谷底平野等の低地：低地

一般面は、その成因や性状により、氾らん平野、

三角州、谷底平野、後背湿地、1日河道、河原等に

細分されるが、印刷図では繁雑に在るので、低地

として一括表現するのにとどめたO

　人工地形：盛土地、高い盛土地、切取り・埋土

による改変地について、1961年拾よぴ1967年

の1：1O，OOO現況図を作成したoこれらの19
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67年9月の現況を印刷図に集録したが、盛土地

については、そのほとんどが都市化地域と重複す

るため削除したO

　地盤高の測定は、前記土地条件図と同様の方法

によるもので、次のものからなるo①1968年

10月～12月に地盤沈下調査のため行なつた、

国土地理院拾よぴ大阪府の一等水準測量成果から、

地盤高を換算したもの、②地盤高を代表する地点

を通過し、それらの変化の測定に適し走路線を選

定し、①の水準測量と同時期に実施した簡易水準

測量成果（延長150㎞、ただし測量の精度は往復

差40㎝禍、Sは片道距離のた〃単位）、⑧その後、

1970年11月までに補足測量した延約100た腕

の簡易水準測量成果について、1968年11月以

降の地盤沈下量を補正したものo

　地盤高線は、主として低地を対象とし、高距1

πの等高線で表わしたもので、前記の地盤高の測

定結果のほか、広域下水道建設等で実施された地

盤高の測量成呆、　1：3，nOO地形図に表示された

写真測量による地盤高等を参考とし、地盤高の微

細な変化、その広がりを空中写真の判読によりと

らえ描いたものである◎これらの地盤高測定の結

果では、1968年11月現在、寝屋川流域に拾い

ては、土を堀取つた部分以外には地盤高がOπ以

下のものは危く、1日深野池にあたる後背湿地のα4

㎜が最も低いo図一1は、高距1πの地盤高線に

より、寝屋川低地の地盤高分布を示したものであ

る。この図から、寝屋川低地の形成過程に糾・て、

淀川拾よび大和川水系の沖積作用が関与したこと

は明らかで、特に後者の堆積作用が旺盛であつた

ことを示しているo

　流域区分を集水単位に基いて行なう目的で、水

系調査を行なつたが、低地内の小河川には、淀川、

大和川より取水する用水路を兼ねていることが多

く、これらは出水期には排水路として利用され、

表一1　　地形別面積表（単位忠）

各所に取水堰を有し、水路の末端が綱目状に連絡

し、自然河川とは異なつて、水の流れ方、集水区

分の把握の困難な場合が各葬にあつたoまた、山

地、丘陵地、扇状地等は南北に細長く延びて分布

し、東西方向の分水界で小分割されて低地に流下

する形をとつているOこのような状況から、流域

の区分は、集水区分を考慮したが、主として、地

形からみた自然地域としての同一性を考慮した地

形区分の方法により、

　　　1生駒山地

　　　皿枚方丘陵地

　　　皿上町台地

　　　M河内台地

　　　V生駒山麓扇状地

　　　V1寝屋川上流左岸低地

　　　w古川左岸低地

　　　w古川右岸低地

　　　1X三荘用排水路右岸低地

　　　X城北運河右岸低地

　　　Xi恩智川低地

　　　刈五箇川低地

　　畑楠根川低地

　　XW城東運河右岸低地

　　XV城東運河左岸低地

　　XM新平野川、今川左岸低地

　　）㎝平野川上流低地

　　㎜吟川低地

　の18区域に区分したo流域区分図は寝屋川流

域地形分類・都市化状況図の左上に示したO

　凌拾、分水界のうち、上町台地については、そ

の把握が困難なため、大阪市水道局の下水道築造

資料によつたO

　「寝屋川流域地形分類・都市化状況図」による

流域別地形別面積測定結果ぱ表一1の通りであるO

表一2は、1：1O，OOOの縮尺で作成した1961

（　　　）内は流域内に占める百分率

流域区　　　　地形 山地 台地 一地 低地 切取り、埋土地 高い盛土 水部、堤外地 計

1生　駒　山　地
τ
6
8
8
0 機 （029

089（2酬

繊 槻 31．39

皿枚方丘　陵地 ⑫繍
439（3168j

繊
239（1τ17） 346（2503） OJ5（1D9）

1385

皿上　町　台　地 （8696） （091） （1抽 0三6 （92
○ユ0（10⑳

9．03

w河　内　台　地 修縄 （15 （308
009㊧23

0．99

V生駒山麓扇状地
037182

錦 値7．8⑤ 齢 ①杓 ㈱
O－31£5

20．22

VI寝屋川上流左岸低地 ㈱ （1鋤 （亨鵠 （鋤 燭 15．53

W古川左岸低地 脇
1420（896⑤ 030（189）

15．84
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表一1続 地形別面積表（単位局） （　　　　）内は流域内に占める百分率

流域区分　　　地形 山地 台地 　、、扇状地等 低地 切取り、埋土地 高い盛土 水部、堤外地． 計

w古川右岸低地
1．47（840） 1566（8949） OD6034 0311■7

17．50

lX三荘用排水路右岸低地
　226（1530） 1209（8186） O020」3 040271

14．77

X城北迎河右岸低地
　089（1076） 　7，26r87．55） 006（072） 008r097）

8．29

x恩　智　川　低　地 （2382）
　1．（7125） 007042

淵 16．35

刈五　箇　川　低　地
　3．10（1886） 1272（77．37）

0
6
2
3
． 16．4ζ

X皿楠根川低地
　8J3（31」5） 17．74（67．96）

0
0
3
0
．
1

020076

26，10

XlV城東迎河右岸低地
　501（2369） 1595（7541） 　O07（033） ○ユ20．57

21．15

w城東運河左岸低地
048（8．54） 　501（8843） ○ユ7（303）

5．66

XM新平野川、今川左岸低地
O．05（047） 　2．12（2065） 　83（6661） 094（9ユ6 0，323．11

1026

）㎝平野川上流低地
　2■6（21．94） 　953（7580） 003026 0

2
5
2
0

12．57

㎜今　川　低　地
　275（2344）

（7325）
O03（026） O．36346

11－73

計 搬。） ㈱）
5465（2042）

（5722）
625（234） 265（099） 529（1－97）

267．67

表一2 流域別・年次別盛土地面積表
単位M（ ）は低地面積に対する百分率

流域区 低地面籏 1961年盛土地 1967年盛土地

V1寝屋川上流左岸低地 12，05 　2．20（18－26） 　5．57（46．22）

w古川左岸低地 1孔20 　L47（10，35） 　6．03（42，46）

W古川右岸低地
15．66 　3，83（2446） 　9，19（58．68）

x三荘用排水路右岸低地 12．09 　9．86（81．56） 　9．96（82－38）

X城北運河右岸低地 726 　703（9a83） 　703（96．83）

x恩智川低地 1L65 　O．97（　8．33） 　孔O1（3442）

刈五箇川低地
12．72 　孔88（38．36） 　　　O（66104）

畑楠根川低地 1774 　3．98（22．45） 　8．11（45．72）

w城東週河右岸低地 15．95 　9．59（60，13） 1288（80．75）

XV城東運河左岸低地 5．O1 　4771’95．21） 　498（99．40）

刈新平野川、今川左岸低地 6．83 　5．77（8448） 　6．31（92．39）

㎜平野川上流低　地 9．53 　2，4！3（2550） 　4．31（45．26）

㎜今　川　　低　地 8．59 　2．45（28．52） 　5．39（62－75）

計 149．28
59．23（39．68） 92．17（6L74）

年、1967年に拾ける盛土地の分布図から、流域

M一㎜の低地域について、自然堤防等を除いた

低地一般面に拾ける盛土地面積の測定結果を示し

たものであるo

　寝屋川流域の地形に関する記述は、国土地理院

（1965年）土地条件調査報告書（大阪平野）の

ほか、本総合研究の成果としてすでに発表されて

いる大矢雅彦・中村祝恵（1969年）：寝屋川流

域内水洪水の地理学的研究、資源研彙報第72号

本研究報告別稿の資源科学的研究所：都市開発に
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伴う水害構造の地理学的研究で詳細に行なわれて

拾り重複するので、地形に関する記載はそれらに

ゆずることとしたいO

3．土地利用別面積の経年変化

　寝屋川流域に拾ける都市化の傾向を人口統計お

よぴ事業所統計からみると表一3、表一4の通り

であるo表一3は、1950年以降の国勢調査の結

果を現在の行政単位に組替えて、その増加率を示

したものであり、表一一4は総理府統計局の事業所

統計調査によるもので、1960年～1969年につ

いて同様に増加率によつて示したものであるO人

工の増加は、戦災の復興後、大阪市近効歩よぴ周

辺の都市に始まク、1960隼以降、周辺都市に券

ける増加が著しく、これと対照的に大阪市の都心

部に滅少がみられるOまた、事業所の増加にもほ

ぼ同様の傾向が認められ、1960年以降大阪市近

効拾よび周辺都市に拾いて大きな増加率を示して

いるoこれらの増加傾向拾よび空中写真の撮影年

次から、流域別の土地利用別面積の経年変化の測

定は、1961年拾よぴ1969年について実施し、

その比較を行なうこととしたo

　土地利用別面積の経年変化を測定するには、比

較しようとする年次の土地利用図が必要であり、

過去の土地利用状況を把握するには、空中写真の

判読による方法が最も簡便で正確な結果が期待さ

れるoこの研究では、1961年5月撮影の1：
15，OOO空中写真と1967年9月撮影の1：20川O

空中写真を用い、大阪府作製の1961年拾よび1

968年測量の1：1O，OOO地形図を基図とし、寝

屋川全流域の土地利用図を作製したo土地利用の

区分は次の基準に基づいて行なつたO

　商業：業務用地：営利を目的とした商店、会社、

サービス業、興業場拾よぴこれに類する事業所等

で、私的企業の建築物の密集した地区O

　公共用地：官公署、国重たは県の規制をうける

公共団体拾よびそれらの事業所Oただし鉄道施設

を除くO

　学校用地：各種学校の教育目的に使用する諸施

設の全敷地〇

　一般住宅用地：高層住宅団地を除いた居住用地

と」主として居住用地からなる各種混合地区を含

むO

　高層住宅団地：住宅団地のうち、4階以上の建

築物がら左り、建蔽率5n％以下の団地の全敷地。

　工業用地：工場用敷地で、これに付帯する事務

所、倉庫、材料置場等を含むo

　公園・緑地：公園、遊園地、庭園、神社、寺院、

ゴルフ場、墓地等の敷地Oただし自然公園または、

これに類するものは、その景観の示す地目による

こととするo

　水田：通常、水を張つた状態で作物を裁培する

耕地O休耕中のものを含むO

　畑：水田以外の耕地で、普通畑、果樹園、茶園、

桑畑その他の樹園を含む∩

　草地・空地：草生地、空地、採草地等で、耕作

を放棄した耕地を含むO

　森林：宅地、公園・緑地等の森林を除いたその

他の森地O

　盛土地：盛土地言たは人工平担化地のうち、造

成中言たは造成後の未利用地Oただし、切土・埋

土地を除くO

　切土・埋土地：採石場、言たは空地等の造成の

ため、切取り、埋土等による人工改変地O

　道路：巾員5．5肌以上の各種道路o

　鉄道：各種鉄道の軌道敷拾よび操車場等の付帯

施設の敷地O

　水部：河川、用排水路、溜池等の水面O

　な拾、1：1O，n　O　O地形図に表示する土地利用の

最小面積は20肌×40吻（図上2π刎×4鰍）としたo

このようにして作製した土地利用図による用途別

面積測定は、図上に縦・横100肌間隔（図上間隔1㎝

）のグリッドを接け、その交点の土地利用の読みによる

確率法によつたo（1M当り1OO点のポイ1・トサ

ンプリング、信頼限界巾土50％、信頼度2／3）

このような方法により水田と畑を耕地に、盛土地

を草地・空地に、学校用地を公共用地に一括し、

流域別に集計した結果、土地利用別経年変化は表

一5の通りとなったo

　エ：25，OOO寝屋川流域地形分類・都市化状況図

に示した都市化地域は、前記の1：1O，OOO土地

利用図から編集したものであるO都市化地域のう

ち、商業・業務用地、工業用地、公園・緑地はそ

の言重集録し、一般住宅用地と高層住宅団地は住

宅用地に、学校用地は公共用地にそれぞれ統合し

て図示したO

4．都市化に伴う降雨流出の変化

　降雨流出の変化を検討するには、降雨量拾よび

流出量の実測に基く方法が望言しいが、この流域

一84一



都市地盤と水害の関係についての地形学的研究一西村・斎藤・篠原・瀬倉

表一3 行政単位別入口増加率

年次 1965年 1960～1965年 195ト1960年 1950～1955年
行政単位 人口 人口増加率（矧 人口増加率㈱ 人口増加率㈱

大阪市 3．156222 48 1＆2 26．4

都島区 110，164 O．7 322 6孔9
東 区 50，728 一15．n 5．6 48，8

天王寺区 75，O06 一・5．5 11．O 40．4

東成区 128．403 一74 孔7 1ムO

生野区 235，172 一0．9 6－8 172
旭 区 14！1，237 一1L3 144 26．O

城東区 251，862 15．6 29．5 26．9

住吉区 293，592 2L9 31．9 273
東住吉区 338．410 29，7 21．2 10，6

守口市 138．856 35．7 30．O 19，5

門真市 95，209 178，2 6ム1 20．4

枚方市 127．520 5＆8 35．4 12．3

寝屋川市 113，576 126．3 298 12，1

大東市 57，107 61．5 16．4 10．4

東大阪市 593，O1O 86．4 20．9 149

八尾市 170，248 3＆4 16．2 142

柏原市 44，972 26．2 6－8 5．9

四條畷市 19．317 792 75 ＆2

交野町 1？．533 48．3 1．3 5．O

表一4 行政単位別事業所増加率

年次 1969年 1966～1969 1960～1966
行政単位 事業所数 事業所増加率 事業所増加率

大阪市 206．747 8－9％ 11．7％

都島区 7．036 3，4 144
東 区 11，652 11L5 a8

天王寺区 7．545 5．8 6．8

東成区 10，456 8．3 一L？

生野区 15，447 6．4！ O．3

旭 区 6，265 2．8 1lL2

城東区 12，834 9．1 33．1

住吉区 11．047 21．5 2L3
東住吉区 12．576 19．6 23．6

守口市 8．061 49．5 61．4

門真市 5，223 43．O 455．8

枚方市 4，416 4孔2 50，6

寝屋川市 6．215 69．9 176．8

大東市 2，728 372 12孔7
東大阪市 22，090 25．9 5孔5

八尾市 7．265 33．5 41．8

柏原市 1，766 18．7 278
四條畷市 950 99．5 545

交野町 733 22．9 49．7
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表一5 土地利用別面損表（単位K㎡）

地目 葵務 公共 住宅 高o住宅 工業 公園 草地

流域別　　　隼次 用地 用地 甲幼 用　地 用地 緑地．耕地 空地 水部 森林 切土 ；自路 鉄」首 引

1生　　　駒36 n 0．01 o．09 O．n3 O．01 0．2611．87 o．16 O．12 28－38 O．『1 O．15 n 31．39

一裳　汁；H O．03 O．24 0．03 O．02 皿2611ワ4 o．12 26．74 1．62 O．15 n
■■’■■　　ユ ■　　■

0I22 1．91 O．n1 O．02 O．I515－61 0．1O O．37 4．68 O．61 0，I3 O．n3 13．δ5

丘　陵　地．42 O．03 0．66 ＆94 O．06 O．30 …■l1 O．37 O．35 28壬 O．69 O．17 O．03 13．85
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　■　　　■1

皿一上　　百1！36 O．85 1，04． 3．95
■o，Io ■o．09

1，171砒24 O－30 O－24 o o o．82 0．43 9．03

台　　　地1420．89 Ψ； O．20 O．1l L17　0．18 O．12 n．24 ⑪ O O，62 O．43 9，n3

一I
」　一　■ ■一■’■ ■ ■　　　■　　　　　■ 1　　■■　　■■　　一

甘河　　　内36 O 0 o mユ7．皿4？ O．lU O．06 o n l
l O．lll o．99

ム　　　地42 o O■O．33 O．02 o O．27■O．23 O．07 O．06 U n o O．O1 o．99
’■　　皿　　　　■ L　　　　　　　■’’■　■　■I■ ■　　1

V生駒山麓36 O．12
0．35　屯72　　1 n O．57 O．25　10．94 O．86 O．52 1．51 O．n4 O．28 O．06 20．22

扇　状　地42 o．14 O－48■一21 o．02 0，88　0，30　　8．38 O．？9 O．52 1．05 O．04 0．35 O．06 20．22
”寝屋川上流136　　山　　1左早低地．42

O．14 O．22　L97 O．Ol O．38 O．16　10．81 o．91 O．54 O．03 o O．19 O．17 15．53
O．27　0．46 4．51 O．04 L60 O．16　　6．87 O．8n O．36 o n o．29 O，i？ I5．53

』
■1　　皿

W古川左岸；36 O．n8　0．12 L87 O．02 O．32 皿n5．1alU O．67 O．24 o n 0．35 o．02 15，84

低　　地世 ひ21　0．25 4．08 o．15 200 α051756 皿？5 α21 o ⑪ O．55 O．02 1＆84
■ 1L　　　寸1L 』　■

旧古川右斥一36 0，13　0I15 2．31 n O．81 O．06i12－32 1I13 O．24 O．O1 n O．32 O．l12 1750■

低　　　地 42 0．22　皿58 529 O．03 2，56 皿19」6－nn　　■ 1．6u O．19 O o O．82 O．02 175n
■　』 ■　■　　　　　　一

眠一1荘用水．36 O．57　1．06　　■ 597 O．13 L520一壬2；a56 O．93 O．31 O．U2 ■　n 工．1n O．18 14．ワ7

皿61」・29
「

排水路右峯低地 42 6．84 C．27 1，86　0，56　　1．05 O，74 O，27 o o 1．10 O．18 14．7？

x城北辺河 36 O．66．0I63 乱84 n 1．35 0－26．　n O．29 o，17
■L⊥止■一　　…　　ll

1
1 O．83 O，26 8，29

右岸低地 42
　　■O．68．O．65

4．On n 1．38 皿261　0 O．06 O．17 n n O．83 O．26 8．29＿■＿＿＿＿＿＿＿ ［　　　　　　　■■　’■

珂恩　智　川 36 O，09 O．1？ 2．2冒 n O．41 o．0411L82 O．61 043 O，n亘 l
i o，33 O．工6 16，35

低　　　地 42 O．13 O．42 3．7呂 O．09 1．42 O－12「8．39 1．05 O．43 n n O．36 O．16 16．35
測血　箇　川一 30 o．19 伐40 3－44 H 1、？？ O■）2i8－60 1．1l o35 ∴ゾ　o　　o 0．39 O，16 工＆44

低　　　地 42 o．リ1 O．56 4．29 OI07 3．43 α2ぺ58n O．9n O．35 0．41 o．16 1644
細榛　根　川 36 0．40 0．93 5．69 O．07 L20 O，33　15．1？ 1．55 O．08 O．44 O．22 26．lU

低　　　地 42 o．4一 L19 8．29 O．44 1．93 O．4，　9．40 2．74 O．35 0．66 O．22 26－ln
’一 ［

■’　　　　　」　　」■

w城東迎河 36 O．7一 0．82 704 U 2．58 O．21　6一？6 1．32 o．13 n n O．67 O．36 20．68

右岸低地 42 O．84 O．91 9．02 O．02 乱12 O．32 a63 2．64 o．13 o o o．67 o．38 20．68

XV城東迎河 36 O．68 O．22 2．96 n O．37 O．07 0．58 O．27 O．12
1
1 o O．37 O．02 5．66

左岸低地 42 O．68 O．23 3．18 n O．40 O．07 O，32 O．27 0－I2 n o o．3？ o．02 5－66
洲新平野川、 36 O．77 O．84 4？3 O．21 O．46 1．08 1，21 0．42 o．31 U o O．48 O．25 1O．26

今川左岸低地 42 0－80 0．38 丘19 a2｝ O．46 1，08 O－68 0．45　■ 0．28 U o o，48 O．25 10．26

畑平野川上流 36 o．1一 O．23 払37 O．Ol 0．51 O．l13 785 1．l1 O．n8 O．u6 o，02 o．lo O．03 12．57

低　　　地 42 0．21 0．34 乱Oll 皿35 O．96 0，04 5．86 L47 n，14 o O O．17 O．03 1臥57一 ■　■　■1■’’

畑今　　　川 36 O．2n O．33 a95 O．19 O．35 0．19 旺5U 1．29 O．32
l
l o O．32 O．09 1L－3

低　　　地 42 O．25 O．53 へ一9 O．52 O．49
O．19　■　■」 o O．15 1l．73

5．83 一24 58，27 O．一8 12、一2 4．92 11吐41 13．13 463 34．？1 1－OU 7u7 249 26720
合　　計 s6 払18％ 2．71弓 リ181％ O．29％ “6弓 1．84％ 42，82％ 4．92％ H3％ 12，qq％ O．87％ ム65％ O．93％ 1oU％

（％〕 42 a65 lO．OO 82．u1 252 2a92 6n1 ？2．42 16．35 4．4『 30．63 235 8．32 255 26720
ム49％ 3．H％ 30．69％ O．94％ 8－58％ a25φ 271n砿 6．12％ 1．6仰 11．4？％ O．88唱 ＆11毎 O£6免 lno免

に関しては、1952年拾よび1953年の洪水時に

大阪府が観測した成果以外に適当なものがないO

寝屋川本川については、従来、大阪府により、城

北、徳庵、鴻池、住道大橋、恩智川等に拾いて水

位観測が行なわれているが、近年、河川改修が継

続して行なわれていること、地盤沈下が除々に進

行していることなどにより河状の変化が薯しく、

水位と流量との関係が明らかでないoこのような

事情から、既存の観測資料に基づいて都市化の進

行による流出変化について検討を試みることは困

難なことが明らかとをつたので、地表の基礎工種

別面積比率から加重平均によク用途別流出係数を

求め、用途別面積比率から流域別の流出率を求め、

それらの結果を1952．1953年の観測による流

出率、関係研究機関の試験地に拾ける観測結果と

比較し、概略の検討を試みることとしたo

　寝屋川流域に歩いて、このような方法はより流

出率を検討した例としては、大阪府による「寝屋

川流域（北部地区）下水道計画概要」1964年、

「寝屋川流域（南部地区）下水道計画概要」1965

年のほか、これらの広域下水道建設計画に伴い、

京都大学工学部衛生工学研究室合田建教授他5名

による委託研究「東大阪地域拾よび大、中、小都

市下水道処理場、処理方式決定までの調査」1965

年があるO
　用途地域別流出係数については、目本水道協会

による下水道施設基準のほか、アメリカ土木学会

マニアル　Imho　f　fなどの与えた数値があるo

ここでは、前記の合田教授が東大阪地域で適用し

た表一6の基礎流出係数を用へ基礎工種別の面
積比率を空中写真による面積測定により、商業・

業務用地、公共用地、一般住宅用地、高層住宅団

地、工業用地について求めたO

　基礎工種別の面積測定は次の地区について行な

つたO
　商業・業務用地：大阪市東成区今里交又点附近
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外10地区、総面積45．6h　ao

　公共用地：大阪府水道局庭窪浄水場外10施設、

柏原小学校他15校、総面積45，6ha。

　一般住宅用地、東大阪市客坊町外9地区、総面

積212．9hao

　高層住宅団地：門真市門真住宅外9団地、総面

禾責169．2hao

　工業用地：東大阪市岩田町外9地区、総面積

173．仙ao
　以上の測定結果を面積比率で示すと表一7の通

りであるoこの面積比率から表一6の基礎流出係

数により用途別の流出係数を求めたのが表一7の

流出係数であるoこれらの流出係数は、表一8の

合田教授の計算結果と大差はないが、住宅用地、

工場用地が若干高く、表一9の下水道施設基準と

比較すると、ほぼ基準内にはあるが、住宅用地が

やや高くなつているO

　　　　道　路　　　　　　　O．85

　　　鉄　道　　　　　　　O．30

　　　水　部　　　　　　LOO
　の流出係数を用い、表一5の土地利用別面積か

ら1961年拾よぴ1967年の流域別流出率を求め

表一10の結果を得たoただし、森林については、

農業土木試験所が鳴川地区で、1969．1970年

に観測した4降雨の直接流出率の平均値を適用レ

水部については損失雨量はなく、降雨量の全てが

流出するものと仮定したo

　次に参考のため、国土地理院の1959年の調査

による5万分の1土地利用図「大阪東北部」拾よ

び「大阪東南部」を開いて、寝屋川流域の土地利

用別面積を測定’し、表一一10と同様の方法により流

域別の流出係数を求めたのが、表一11であるoこ

の場合、土地利用の区分に若干の相違があること、

土地利用図の縮尺が小さいことなどから、との結

表一6　基礎流出係数（合田教授）

基礎工種 流出係数
屋 根 O．90

舗装道路 O．85
未舗装道路 O．30
鉄 道 敷 O．30
田 畑 O．10
空 地 O．15
間 地 O．20

表一8　用途地域別流出係数（合田教授）

用途地域 流出係数
業務地域 O．70
住宅地域（高密度） O．50
住　宅　地　域（低密度） O．40
工 場 O．50

輸送基地 O．60
緑地およぴ公園 O．20
山 問 O．15

表一7　用途別基礎工種別面積比率拾よぴ流出係数 表一9　下水道施設基準

工種別 （ha） 道　路
用途別 預1定面磧 屋根 舗装 未舗装 間地 流出係数

商業業務用地 45．6 0．58 O．17 ■ O．25 O．71

公共用地 375．9 0，28 0．13 O．02 0，57 0．48

r股住宅用地 212．9 0．38 0D6 O．11 O，45 O．52

高層住宅用地 169．2 0．32 O．12 O．07 O．49 O．51

工業用地 173．4 0．37 O．10 O．05 0．48 0．53

用　途　地　域
商

工

住

公

業

業

宅

園

地

地

地

地

区

区

区

区

流　出　係　数
O．6　～O．7

0．4　～O．6

0．3　5～O．5

0．1　～O．2

表一7の用途別流出係数のほか、表一6、表一

8より
公

草

耕

森

園・緑

地・空

地

林

地

地

0，20

0，15

0．1O

O．57

果を表一10と比較するには問題があるが、流出率

変化の概略を知る手掛りとは在ろうO

　1952年7月、大阪府土木部により実測された

寝屋川流域の流出係数は「低湿地緩流河川の治水

論一寝屋川水系に関する実証的調査研究」によれ

ぱ、次の通りであるO
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寝屋川上流部

恩智川

平野川、城東運河

城北運河、猫間川

古川、十六箇用水

西三荘用水路・総江川

O．3343

0，35

0，28

0，27

0，25

0．25

これらの実測値と表一11の計算値を比較すると、

計算値が都市部でやや高く、農村部に低いO

　次に、表一10の1961年拾よぴ1967年の流域

別流出率の計算結果を実測値と比較するため、国

立防災科学技術セニ・ターで降雨量水位・流量の測

定を行なつた香里園循2観測所の集水域歩よぴ土

木研究所が同様の測定を行なつた馬洗橋観測所の

集水域について、表一10と同様の方法で流出率を

計算した結果、表一12、表一13の結果を得たo香

里園循2観測所に歩ける1969年の実測値拾よぴ

馬洗橋観測所に拾ける1968年の実測値は、110

，8前後の降雨に拾いてO．5～0．6の流出率となつて

いるo表一12の用途別面積比は、寝屋川市が1964

年撮影した空中写真によるもので流量観測年と一

致しているが、表一13のそれは、1967年撮影の

空中写真によるものであク、流量観隼より1年古

いOこれらの結果を比較すると、流出率の計算値

は、実測値に比較し何れも低くなつているoまた、

農業土木試験所による友呂岐流域に拾ける観測結

果では、流出率は1O00π程度の降雨に対し、ほぼ

50％弱という結果を得ているoこの流域の水田の

占める割合が最近に拾いても22％余であることか

ら、表一10，11の流出率は低めとみられるo

　以上の結果から、基礎流出係数から算出された

流出率を実測による流出率に近ずけるためには、

少くとも耕地の流出係数を若干大きくする必要が

あろうOまた、山地については、便宣上、切土や

埋土による人工改変地を、森林と同様に流出係数

をO．57と仮定したことなどから、山地全体につい

てみると低めとなつているものと考えられるO

方、都市化地域の流出係数については、前述のよ

うに、耕地の流出係数を大きめにとれぱ、計算値

が実測値に近似と在る1二とから、都市の用途別流

出係数は薯しく不当なものではないと考えられる◎

　表一10、表一11の流域別流出率は、以上のよう

な問題点があるが、都市化の進行による流出の変

化について、その概略の傾向を示しているものと

考えられるOこれらの関係をグラフで表わしたの

が図一2であるo流出の変化の傾向としては、

1959～1961年、1961～1967年の両期間と
も流出は増加の傾向を示しているo1954～1961

年において、著しく増加の認められるのは三荘用

排水路右岸低地で、その他に生駒山麓扇状地、城

東運河左岸低地、城東運河右岸低地、平野川上流

低地、新平野川・今川左岸低地、楠根川低地がこ

れに続き、六箇川低地、城北運河右岸低地、今川

低地に若干の増加傾向を示しているOその他の流

域は微増またぱほとんど変化が認められないO

表一10　流域別流出率（1961．1967年）

流出率
流域別 1961年 1967年

生　　　　山　　地 O．54 O，54

枚　方　丘　陵　地 O，38 O．41

上　　町　　台　　地 0．49 O．50

河　　内　台　地 O．25 O．33

生駒山麓扇状地 O．29 O，35

寝屋川上流右岸低地 0．22 α33

古川左岸低地 O．21 O，32

古川有岸低地 0．21 O．34

三荘用排水路右岸低地 0．415 O．49

城北運河右岸低地 0．55 O，56

恩智川低地 O．22 O，3n

五箇川低地 O，29 O．37

楠　根　川　低　地 O．26 O．34

城東運河右岸低地 O．37 O，43

城東運河左岸低地 O．51 O．53

新平野川・今川左岸低地 O，46 O，48

平野川上流低地 O．23 0．28

今　川　低　地 O，30 O，38

全　流　域 O，35 O，41

河内台地については、計算上流出率が低下してい

るが、これは、損失降雨をOと段定した水部（～二

の場合溜池）の埋立による滅少に基くものであるo

1961～1967年に拾ける流出の変化は、1954～
1961年に比較して増加が薯しく、古川右岸低地、

古川左岸低地、寝屋川上流左岸低地に増加が顕著

で、ほぼ10％の増加、次いで、恩智川低地、楠

根川低地、今川低地で8％の増加、城東運河右岸

低地、平野川上流低地、三荘用排水路右岸低地で

4～6％の増加となつているo上町台地、城北運

河右岸低地、新平野川・今川左岸低地、生駒山地

ではほとんど変化はみられないO全体の傾向とし
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ては、大阪市を中心とする在来の都市化地域拾よ

ぴ生駒山地では変化は少凌く、これらの効外の従

来流出率の小さかつた流域に拾いて増加が目だち、

特に人口増加の集中している寝屋川流域北部に最

も増加しているO流域毎の都市化率と流出率の関

係をグラフに示したのが図一3であり、両者は一

次関数の関係にあるO

表一11　流域別流出率（1954年）

　　　　　　流出率
流域別

生　　駒　　山　　地

枚　方　丘　陵　地

上　　町　　台　　地

河　　内　　台　　地

生駒山麓扇状地
寝屋川上流右岸低地

古川左岸低地
古川右岸低地
三荘用排水路右岸低地

城北運河右岸低地

恩智川低地
五箇川低地
楠　根　川　低　地

城東運河右岸低地

城東運河左岸低地
新平野川・今川左岸低地

平野川上流低地
今　　川　　低　　地

　　全　　流　　域

1954年
0，53

0，37

0，48

0，33

0，27

0，21

0，19

0，19

0，36

0，52

0，19

0，25

0，21

0，32

0，45

0，41

0，18

0，27

0．31

表一12　香星園灼．2観測所流域

表一13　馬洗稿観測所流域

±地弄1用 面積率仏） 基礎流出係数（B） A×B
商業・業務用地 O．025 0．？1 OO18
公共用地 O．045 O．48 O022
一般住宅用地 O．347 O．52 O．180

工業用地 O．182 O．53 O．096

耕　地 O．334 O．10 O．033

草地・空地 O．029 O．15 O．O04

道　路 O．O16 O．85 O．O14

水　部 O．022 1．OO O．022

計 1．000 O．389

都’

市

化
率励
？

　80

X13躰年

・136侮　　　　　　　　　　…　＾
ム1367年

　　01　　　〃　　　”3　　　”4　　　θ．5　　口6

　　　　　　　　　　　　流出率

図一3　都市化率と流出率の関係

2o

月誰別
面積率〔A） 基礎流出係数（B） AxB

商業・業務用地 O．072 O．？1 O，051

一般住宅用地 O．613 O．52 O．319

道路 O．023 O．85 O．020

鉄道 O，036 O．30 0．O］1

耕地 O．246 O，10 O．025

水部 O．010 1．OO O．O1O

書十 1．OOO O．436

5．都市地蟹と水害との関係
　寝屋川低地の地盤高分布は、図一1から明らか

なように、流域中央部の寝屋川本川下流部沿いに

低くO，4～1例余で、北と南側に地盤高は高くなり、

北端の淀川沿いでは、枚方丘陵縁辺の8～1o刎余

を例外とし、3～6πと低く、南端の大和川沿い

に拾いては9～20〃に達しているo寝屋川低地北

部の平均傾斜ぱ／1，500～1／3，nOOで支派川は何

れも南流し、低地南部の平均傾斜は1／800～1／

1，200で支派川は北または北西に流下し寝屋川本

川に合流するO生駒山地拾よび枚方丘陵から寝屋

川低地に流下する河川が、それらの西麓に形成し

た扇状地、天井川、自然堤防を除けぱ、低地内の

自然堤防拾よぴ1日天井川の河床堆積物等による微

高地は、何れも低地内の河川、旧流路に沿い、南

北方向に伸ぴて分布するoこれらの自然堤防の低

地一般面からの比高は、1π余に達するものは少

く、その多くは数10㎝であり、低地北半に比較

し南半の旧大和川流域によく発達しているo旧大

和川の河床が天井川を形成し、今日その形態をよ

く留めているのは、長瀬川（旧久宝寺川）拾よぴ
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玉串川（1日玉櫛川、下流部は1日菱江川と旧吉田」1l

に分流）に沿つた帯状の微高地で、かつて、現在

の大和川以南の台地を開析し北流した東除川歩よ

ぴ西除川の寝屋川流域内の旧河床にも天井川が形

成されたoこれらの天井川河床は、低地一般面か

らは1～2π余の比高を持ち、低地内の分水界と

在つているoこれらの微高地間に広がる低地一般

面は、相対的に地盤の高い南部に低湿地は少く、

中央部の旧深野池拾よぴ新開池周辺部から北半に

かけて後背湿地が広く分布するoこれらの後背湿

蜘のうち、深野池、新開池、新開池を中心とする

後背湿地は、五箇川低地のほか寝屋川上流左岸低

地、恩智川低地拾よぴ楠根川低地の各下流域にわ

たり、河川の沖積作用による土砂の堆積が相対的

に少友かつた地域で地盤高は1π前後のところが

多く、南側の高いところでも2秘程度であるo低

地北部の寝屋市から守口市に至る国道1号線と京

阪電鉄に挾まれた地域には、断続して後背湿地が

分布するoこれらは寝屋川の土砂の押出しをはじ

め、淀川水系の自然堤防の高言り、京阪電鉄沿線

の都市化などにより凹地と化したものてあるOこ

れらの他に著しく低湿であつた地域としては、今

川低地の北西部と城東運河南部の沿岸地域がある（

前者は自然堤防で流域の出口が閉塞されているも

ので、後者は下流側の都市化により帯水し易くな

つたものであるoこれらの低地に拾いても盛土に

よる土地造成が進行し、除々に埋立てられて縮・」＼

表一14 流域別地形別都市化率

分断されっつあるO

　寝屋川低地について、’1：25，OOO寝屋川流域地

形分類・都市化状況図から、流域別に地形別面積

を求め、それぞれの都市化面積（商業・業務用地、

公共用地、工業用地、住宅用地、公園・緑地の面

積で、主要道路、鉄道敷は含まない）を百分率で

示すと表一14の通りと庄るOこの表からも明ら

か凌いように自然堤防、扇状地等の低地内の徴高

地は生駒山麓扇状地を除けば、その利用率は70

％弱から90％強に達して券り、楠根川低地、五

箇川低地荘よび恩智川低地に若干のまと言つた未

利用地が残る程度であるOまた、低地一般面につ

いては、利用率は30％弱から80％強で、恩智

川低地拾よび平野川上流低地で30％弱と最も低

く、生駒山麓扇状地、寝屋川上流左岸低地、古」l1

左岸低地、古川右岸低地、今川低地で50％以下

であり、城北運河右岸低地拾よぴ城東運河左岸低

地では80％以上に達して拾り、ほとんど未利用

地を留めないOこのよう在農地の土地造成による

都市化の進行は、前章で検討したように流出の増

加をもたらすばかりで在く、遊水池としての機能

を果していた低湿地は急速に縮小、消失しつつあ

り、雨水の貯留効果の滅少をもたらしているO

　次に、寝屋川低地の洪水発生状況について、都

市化のほとんどみられられたかつた時期と都市化

の進んだ最近の例について概観することにするO

　寝屋川低地に拾ける外水洪水による被害は、最近

（単位％）

地形 低地一般面 自然堤防、扇状地等 そ　の　他 計

流域別　　年 1961 1967 1961 1967 1961 1967 1961 1967
y生駒山箆扇状地 1又？8 37－78 30．29 44．65 27．36 46．27 29．72 44．66

V1寝屋川上流左岸低地 9．37 38．67 54．46 72．77 42．74 60．48 18，54 45．33

W古川左岸低地 9．72 38．59 80．60 94．03 15．53 42．55

旧古川右岸低地 14．49 46，87 80．95 98．64 21，62 19．77 50．68

x三荘用排水路右岸低地 64．OO 76．68 81．92 92．31 4．76 4．76 65．47 77．39

X城北運河右岸低地 81．13 84．30 88．76 88．76 42．85 42，85 81．30 84．08

刈恩　智　川　低　地 8．50 28，28 51．41 66．84 18．29 36．45

刈五　箇　川　低　地 29．17 50，16 68．06 78．71 35．40 53．65

畑楠　根　川　低　地 16．97 36．25 69．00 77．24 8．69 33．03 48．77

w城東迎河右岸低地 44．01 62．32 81．44 84．23 36．84 36．84 52．81 67．28

w城東迎河左岸低地 79．04 84．43 68．75 68，75 75．80 80．56

洲新平野川・今川左岸低地 66．91 74．08 84．91 86．79 93．13 93．13 73．98 79．14

）㎜平野川上流低地 15．01 29．38 68，12 75．72 3．57 3．57 26．41 38．98

㎜今　川　低　地 21．19 49．13 86．54 93．82 2．56 2．56 35．89 57．72

一91一



最近の都市開発に伴う水害拾よぴ風害に関する研究　防災科学技術総合研究報告　第29号　1972

まつたくみられなくなつたo淀川の氾らんによる

洪水は、多くの記録を留めるが、明治以降最大の

洪水である1885年（明治18年）の出水を最後

とし、その後右岸に拾いて1917年（大正6年）、

1953年（昭和28年）に洪水の発生をみただけ

であるOかつて、寝屋川低地北半の一帯に模大な

惨害をもたらした淀川の氾らんは、1874年（明

治7年）以降、精力的に進められた修集工事、改

良工事、宇治川の付替、新淀川の開削、改良増補

工事等の治水工事により、その発生がみられ庄く

なつたものであるo大和川についても同様で、、1

704年（宝永元年）、現在の河道に付替えられる

までは、大雨ごとに河内の流域一帯に氾らんを操

返していたものであるが、その後洪水氾らんは急

激に滅少し、明治以降の治水工事により、寝屋川

低地への外水氾らんによる被害はなくなつたO

　淀川、大和川の治水工事により、寝屋川低地は

外水氾らんから言ぬがれることと在つたが、その

地盤が低く緩句配であること、流域の内水を吐出

す唯一の寝屋川は、河積が小さく、潮汐の干満の

影留を受ける1＝ともあつて、淀川の高水時には寝

屋川の流出が停帯し、内水氾らんが注目されるよ

うになつたo

　寝屋川低地の全域について、内水氾らん状況を

言とめた資料は少いが、都市化進行前の状況を示

すものとしては、大阪府のとりまとめた「低湿地

緩流河川の治水論」や「東大阪の治水」在どがあ

り、最近のものとしては、資源科学研究所の調査

による「昭和42年7月8・9日豪雨による寝屋

川流域洪水状況図」があるO

　□氏湿地緩流河川の治水論」によれぱ、1957

年7月2～3目、7月10～11日、歩よぴ1958

年7月19～20，9月24～25日（13号
台風）の降雨による内水氾らん地域の分布は図一

4の通りであり、「昭和42年7月8・9日豪雨
による寝屋川流域洪水状況図」によれぱ、この豪

雨による内水氾らん地域は図一5の通りであるo

言た、それらの侵水面積、降雨量は表一15の通

りであるO
　都市化の進行前と進行後の洪水状況を比較する

には、後者の調査例が1例のみで不充分であるが、

両者を比較すると、次のような変化、共通点をあ

げることができる。

　（1〕表一15の降雨量は大阪管区気象台の観測

によつたものであり、ユ972年7月の豪雨は、

表一15　浸水面積と降雨料

降雨年月日 浸水面積
降雨量碗大阪気象台）

（㎞2） 1雨連続 1時間最大

1957．7．2・）3 35．O 136，0 2α2

”　7．1ト11 74．0 1772 31．4

”　7．1M0 28．0 100，3 3α0

1958．9．2榊5 76－7 176．1 31．3

1967．7．榊 2a5 152．9 25－2

11（一12日の1～2日をおいて降つた雨量を台
せると、大阪、生駒においては200㎜を越えて

いるが、その他の流域内の観測所では、1952～

1953年の洪水例と降雨量に大差はない。

（2〕都市化進行前の洪水地域は、低地の徴高地を

除く全域は、低地の北半部では寝屋川上流沿岸低

地、京阪電鉄以北め後背湿地およぴ古川沿岸の後

背湿地帯であり、南半部では、恩智川、楠根川、

平野川およぴ城東運河沿岸の低湿地である。これ

らの浸水地域が、低地部の18～36％に達して

いるのに対し、1967年の例では、浸水地域は

低地部の12％弱と1／2～1／3に滅少している。

後者の主要な浸水地域の分布は、寝屋111上流沿岸

低地、京阪電鉄以北およぴ古川沿岸の後背湿地の

ほか、恩智111、楠根川の両治岸低地であり、寝屋

川下流、平野川、今川、城北運河およぴ城東運河

沿岸低地では著じるしく浸水地域が滅少している。

　（3、湛水深についてみると、都市化進行前の例

ではα5m前後のものが多く、最大で1m余に達

しており、後背湿地に大きい。1967年の例に

ついてもほぽ同様の傾向が認められるが、湛水日

数についてみると、前者が約2週間に及んでいる

のに対し、後者は、2日～1週間と著しく短くな

つている。

　（4、都市化地域の浸水地域の分布は、1952・

1953年の例では大阪市を中心とし、低湿地の

盛土による市街化地域に浸水による被害が多く発

生しているが、1967年の例では、それらの旧

市街化地域では水害の発生は軽微であり、新らた

に低湿地を開発し都市化の進んだ郊外の新興都市

地域に多く発生している。

　以上のように、都市化の進行にもかかわらず、

内水氾らんによる洪水の発生は軽滅したものとみ

なされる。これは、かつての寝屋川水系の大半が

淀川およぴ大和川からの取水のための用水路で出
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　　　図一4浸水地域分布図（1952－953年）
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図一5 浸水地1威分布図（棚年）
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水期の排水路とを兼ね、用水施設に重点をおいた

ことにより、排水条件が劣つていたのに対し、

1955年に着手した寝屋111水系改修計画により

1968年6月、第2寝屋川の全川通水可能（1
部暫定）となり、この間、寝屋本川をはじめ、新

平野川、平野川分水路、恩知川、古jl1等の改修や

都市排水工事が進められ、排水条件の改善された

結果と考えられる。このような排水条件の改善は、

湛水口数の少なくなつたことからもうかがわれる。

このように、排水条件の変化により、直接、

都市化による洪水への影響は明らかではない。し

かし、洪水氾らんの軽減のみられない恩智川低地

や寝屋川上流左岸低地は、山地、丘陵地からの河

川による外水の供給が多く、排水条件が改善され

るに至つていないとみることもできるが、これら

は、1967年の洪水例において浸水地域の卓越

する古川右岸低地、古川左岸低地、楠根川低地と

共に、試算結果では都市化による流出率の増加の

最も大きかつた流域に当つている。また、各市の

水害資料等も参考にして新旧の洪水発生状況を比

較すると、最近の洪水の発生は、新らしい都市開

発地域の占める割合が高いが、周囲の都市化によ

り、従来あまり浸水のみられなかつた自然堤防上

の旧都市化地域にまで及んでいる例が各地にみら

れる。このように都市化の進行は、浸水地域やそ

のパターソの変化といつた形で、洪水発生に影響

を及ぽしている。

　都市地盤と水害との関係について、以上の結果

をとりまとめると次の如くなる。

　（1、都市開発の進行は、表一14の通り、洪水

に対して相対的に安全な自然堤防等の微高地はぽ

ぽ利用しつくし、従来、内水氾らんがしぱしぱ発

生した低湿地が主たる対象となつており、その利

用率は28～84％余に及んでいる。

　（2〕　195Z　1958年と1967年の洪水例
とを比較すると、前者は都市化地域とか∫わりな

く、低地全域に内水氾らんが発生しているが、後

者は排水条件の改善された地域でその減少が著し

し・o

　（3、（到の洪水例でみると、排水条件の変化は、

湛水深よりは湛水日数への影響が顕著に現われて

いる。

　（4、内水氾らんによる湛水深は、地形条件に左

右されるところが大きい。

　（5〕低湿地に立地する都市のうち、しぱしぱ内

水氾らんの発生した旧市街化地域は排水条件の改

善により、水害は著しく軽滅されたが、最近の都

市化率の高い地域は内水氾らん面積の大きい地域

と一致しており、排水条件が改善されるに至つて

ないものと考えられるが、都市化による流出変化

の影響にっいては明らかでない。

　（61都市化の進行は、内水氾らんによる浸水地

域の局所的な変化をもたらしている。

6．地盤沈下と水害との関係
　寝屋川流域における地盤沈下量の分布が明らか

になつたのは、この流域に設置された大阪府の水

準点114カ所、国土地理院の水準点22力所の

他、大阪市等の水準点について、1963年以降

毎年繰返し行なわれた改測により、その変動量が

判明したことによる。

　大阪市の西北部およぴ都心部の沈下は、1962

年8月施行の建築物用地下水採取の規制に関する

法律およぴ工業用水法の改正にょり、地下水の扱

上げが大幅に滅少し、1961年以来みられた沈

下の鈍化傾向は、1964年以降一そう顕著とな

つたのに対し、寝屋川低地においては、大東市、

東大阪市を中心に沈下の目をもつ広範囲の沈下が

認められ、最も沈下量の大きいB．M．10743

で年間12．32～20．26cmが観測されている。

「寝屋川流域地形分類・都市化状況図」に示した

地盤沈下速度の等値線は、1963年から1969
年の6年間に、各水準点で観測された沈下量から、

年当りの平均沈下量を求め、その分布を等値線で

示したものである。寝副11流域における地下水の

扱上げが工業用水法による規制の地域指定を受け

たのは、大阪市旭区、都島区、城東区が1962

年てあつたのに対し、その他の低地全域が指定を

受けたのは、1966年である。年当り沈下量は、

1966～1967年に最高を示したが、1967
年以降は沈下量が滅少し、最盛期の20～40％
の減少となつている。

　このような地盤沈下の進行と地盤高との関係を

みると、大東市周辺の地盤高1m未満の地域から

東大阪市にかけて、地盤高が2～3m程度の比較

的低い地盤地域に沈下量が大きい。地盤沈下の進

行は、相対的に排水条件の不良化をもたらすもの

とみなされるが、特に地盤の低い低地の沈下は、

これを助長するものと考えられる。前記の沈下速

度は沈下の最盛期を含む6年間の平均であり，最
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近の沈下量は、その平均値をかなり下廻つている

が、地盤高がO，4～2mといった低地で、年当ク

数㎝から1O数cmの沈下は、近い将来、平均
海面下言たはそれに近い地盤地域をもたらすこと

になるo

水牟点香号

天三　三　　云茉　1…

ん危険地域の増大をもたらすものと考えられる。
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図一7　大東市一都島区沈下量（1965～1969年）

　図一6は、枚方市から寝屋川市、大東市、東大

阪市、八尾市を経て柏原市に至る南一北の線上に

速らなる水準点について、1963～1969年に

おける累積沈下量を示したものである。図一7は、

大東市の生駒山麓からほぽ寝屋jl1にそつて大阪市

都島区の寝屋川河口近傍に至る線上の沈下量を同

様の方法で示したものである。これ亨の図からも

明らかなように、寝屋川低地を流れて寝屋川下流

域で本川に合流する支川等は、その上流域に沈下

量が少く、下流域に沈下量が大きく、河口側に沈

下が小さい。このような沈下傾向は、寝副11低地

内の文派111の勾配を幾分増し、本川下流部の勾配

を滅少する傾向にある。これらが河川水の流下に

どの程度の影響を及ぽしているかは明らかでない

が、地盤高の低い寝屋川下流域への集水を助長し、

寝屋川下流部の通水能力を減退する側に作用して

いるものと考えられる。

　地盤沈下の水害に及ぽす影響については、具体

的な検討をするまでには至つていないが、地盤沈

下による低地盤地域の拡大は、常襲的な内水氾ら

7．今後の問題点

　寝屋川流域について、地形分類、地盤高の測定、

都市化に伴う土地利用別面積の経年変化の測定等

を行ない、それらの結果から、都市化に伴う降雨

流出の変化、都市地盤と水害との関係および地盤

沈下の洪水に及ぽす影響について考察を試みたが、

今後さらに検討を要する間題を多くかかえている。

それらの間題点を挙げてむすびにかえることとす

る。

　（1、都市一地盤と水害との関係については、研究

期間中顕著な洪水の発生がなく、直接、調査観測

する機会がなかつたのセ、既往の洪水調査資料に

より、それらの比較を試みるにとどまつた。地形

条件と洪水や水害との関係は、従来の応用地形学

的な研究の積重ねにより定性灼な関係はかなり明

らかにされているが、その定量的な関係や時間的

な変化については観測資料との関係から不明な点

が多い。これらの点を解明してゆくためには、洪

水の発生からそれらが治まるまでの間に多くの観

測を必要とするが、空中写真の反復撮影により、

その動態を記録し、写真測量の手法によつて量的

な解析を行なうのも1っの方法であろう。

　（2〕　部有化に伴う降雨流出の変化については、

地形地盤の相異による差を考慮していないこと、

基礎流出係数の決定に当つて関係研究機関の実測

結果を充分とり入れるまでに至つていないことな

どの難点があり、しかも、基礎流出係数を的確に

つかんでも、これに基づく流出率はあらゆる降雨

の平均的なものにとどまり、洪水時の流出が対象

となつていないなど、多くの検討の余地を残して

いる。このような調査研究の対象としては、既往

の水文資料の完備した地域または、水文観測の容

易な地域でないとよい結果を得ることが困難であ

ることは言うまでもない。

　（3、地盤沈下の問題は、大阪府をはじめ関係機

関において種々の調査、対策が進められており、

また、問題も大きいので、この研究とは別途にと

りあげるべき性質のものであるとの見解から、地

盤沈下の洪水に及ぽす影響について概観するにと

どめ、その原因、原因、別沈下量、沈下量の今後の

予測等については言及しなかつた。地盤沈下の洪

水に及ぽす影響は、都市化の進行の著しい寝屋川

流域においては、きわめて重要な問題であり、今
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後、具体的な洪水例からその検討を重ねる必要が

あろう。

　（41地形発達史的な観点から、寝屋111低地の地

盤の性格を明らかにし、地盤沈下の間題を取りあ

つかうため、関係機関の協力により地盤に関する

調査資料の提供を得たが、報告をとりまとめる段

階に至つていないので、別の機会にゆづることと

したい。なお、同様の意図で、本総合研究の成果

として、資源科学研究所が寝屋川低地の地盤の解

析結果を発表しているので参照されたい。
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